
あいちの木材利用施設事例集

木の香りが広がる明るい会議空間

老朽化した会議室が、木の香りが溢れる

木質空間へと生まれ変わった。

オフィスやテナントへの展開を見据え、

解体工事を極力伴わずに木質化可能な施工

を行い、天井のルーバーは桧と杉の使い分

けによって材色の違いを活かしたデザイン

となっている。

壁のルーバーは板の幅を変化させて「木

の年輪」を表現したデザインとなってお

り、このデザインは同じ区内にある名古屋

女子大学家政学部生活環境学科が協力をし

た。壁面の色漆喰塗りも、学生たちがワー

クショップの中で体験しながら進められた。

西垣林業会議室
名古屋市瑞穂区桃園町3-23 

竣工／2021年3月

延床面積／826.21㎡

構造／鉄筋コンクリート造2階建て

内装木質化面積／85.26㎡

木材使用量／6.27㎥

うちあいち認証材／6.11㎥

樹種／スギ、ヒノキ

施主／西垣林業株式会社

設計／住生活環境研究所福田設計

施工／株式会社宮工務店

2020年度木の香る都市づくり事業活用施設
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